
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
市
山
内
出
張
所
で
こ
の

ほ
ど
実
施
さ
れ
た
訓
練
は
、
い

ず
れ
も
ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
先
着

の
事
案
設
定
で
、
２
症
例
を
行

い
ま
し
た
。
１
症
例
目
は
「
路

上
で
60
歳
男
性
が
車
に
ひ
か
れ

意
識
な
し
」、
２
症
例
目
は

「
10
階
建
て
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
マ

ン
シ
ョ
ン
９
階
の
室
内
で
、
年

齢
不
詳
男
性
が
喘ぜ

ん
そ
く息
発
作
」
と

い
う
設
定
で
し
た
。

訓
練
を
重
ね
救
急
隊
な
ど
と

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
、
信

頼
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
カ
ー

運
用
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
に

安
定
し
た
医
療
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
頑
張
り
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
室
主
任
・
大
城
実

中
部
徳
洲
会
病
院
（
沖
縄
県
）

当
院
は
沖
縄
市
と
医
療
協
定

を
結
び
、
２
０
０
６
年
か
ら
ド

ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
当
院
の
医
師
や
看
護

師
を
派
遣
し
、
現
場
で
の
医
療

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
心
肺
停

止
な
ど
か
ら
の
社
会
復
帰
を
目

指
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

毎
月
平
均
し
て
約
20
件
、
６

年
半
で
こ
れ
ま
で
に
１
３
０
０

件
以
上
出
動
し
て
い
ま
す
。

12
年
度
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る

状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

沖
縄
市

消
防
本

部
と
ド

ク
タ
ー

カ
ー
合

同
訓
練

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
合
同
訓
練 く

の
出
会
い
が
あ
り
、
交
流
に

広
が
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

受
賞
作
品
が
決
定
す
る
と
、

通
院
、
入
院
の
方
々
か
ら
「
う

ち
の
孫
の
作
品
が
出
て
い
る
」

と
い
っ
た
声
や
、「
い
つ
か
ら

展
示
す
る
の
か
」
な
ど
と
い
っ

た
問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り
、

表
彰
式
は
大
勢
の
方
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

表
彰
式
に
参
加
さ
れ
た
ご
家

族
の
笑
顔
と
、
受
賞
し
た
お
子

さ
ん
の
緊
張
し
た
面
持
ち
に
、

見
て
い
る
こ
ち
ら
が
癒
さ
れ
、

感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

こ
の
感
動
を
忘
れ
ず
に
、
絵

画
展
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

メ
ン
タ
ル
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
友
野
文
雄

館
山
病
院
（
千
葉
県
）

当
院
に
は
院
内
の
通
路
を
利

用
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、

年
間
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
の

芸
術
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

当
院
は
地
域
密
着
型
病
院
と

し
て
１
２
０
年
余
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
が
、
病
院
を
訪
れ
る
の

は
高
齢
の
方
が
多
く
、
若
い
世

代
と
の
つ
な
が
り
が
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
若
い
世
代
に
当
院
を

認
知
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

と
同
時
に
、
小
学
生
と
の
交
流

の
手
が
か
り
と
す
る
た
め
、
絵

画
展
を
企
画
し

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
、

学
校
職
員
の
方

々
な
ど
、
数
多

小
学
生
絵
画
展
を
主
催

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
が
巡
回

健
診
バ
ス
事
業
を
開
始
し
た

の
は
昨
年
４
月
。
医
療
機
関

に
か
か
る
機
会
が
少
な
い
ワ

ー
カ
ー
層
を
中
心
に
、
病
気

の
予
防
や
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
重
要
性
を
地
域
に
広

め
た
り
、
被
災
地
で
の
け
が

や
病
気
の
検
査
な
ど
、
災
害

時
の
支
援
体
制
を
強
化
し

た
り
す
る
の
が
健
診
バ
ス

導
入
の
目
的
。

同
事
業
は
、
Ｘ
線
撮
影

装
置
な
ど
の
検
査
機
器
を

搭
載
し
た
車
両
が
、
企
業

な
ど
を
訪
問
し
、
健
診
を

実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
訪
問

先
の
一
角
で
、
血
液
検
査
や

視
力
・
聴
力
検
査
、
身
長
・

体
重
・
腹
囲
な
ど
の
測
定
も

行
う
。

一
般
的
に
、
健
診
は
医
療

機
関
に
足
を
運
ん
で
受
け
る
。

勤
労
者
の
場
合
、
長
時
間
仕

事
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
職
場
に
訪

れ
る
巡
回
健
診
バ
ス

で
あ
れ
ば
、
30
分
〜

１
時
間
程
度
で
仕
事

に
戻
る
こ
と
が
可
能
。

健
診
の
結
果
も
一
括
し
て

事
業
所
に
届
け
ら
れ
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

搭
載
さ
れ
て
い
る
検
査
機

器
は
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
方
式
。

Ｘ
線
で
は
フ
ィ
ル
ム
タ
イ
プ

の
装
置
よ
り
も
画
質
が
良
く
、

画
像
を
自
在
に
拡
大
で
き
る

た
め
、
細
部
に
わ
た
っ
て
視

認
で
き
る
。
身
長
・
体
重
・

腹
囲
な
ど
の
測
定
で
は
、
受

診
者
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
、
よ
り
配
慮
。

数
値
が
自
動
で
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
転
送
さ
れ
る
た
め
、

測
定
結
果
を
い
ち
い
ち
読
み

上
げ
、
記
録
し
て
い
く
必
要

が
な
い
。

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
胸
部

の
み
タ
イ
プ
と
胸
部
・
胃
部

併
用
タ
イ
プ
の
２
種
類
の
車

両
を
合
計
10
台
導
入
。
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
１
〜
２

台
を
８
病
院
に
配
置
し
た
。

配
置
先
は
札
幌
東
徳
洲
会

病
院
、
古
河
病
院
、
羽
生
総

合
病
院
（
埼
玉
県
）、
千
葉

西
総
合
病
院
、
湘
南
鎌
倉
総

合
病
院
（
神
奈
川
県
）、
静

岡
徳
洲
会
病
院
、
榛
原
総
合

病
院
（
静
岡
県
）、
岸
和
田

徳
洲
会
病
院
（
大
阪
府
）。

そ
の
後
、
札
幌
徳
洲
会
病

院
、
千
葉
徳
洲
会
病
院
、
白

根
徳
洲
会
病
院
（
山
梨
県
）

も
参
入
し
、
以
前
か
ら
取
り

組
む
鎌
ケ
谷
総
合
病
院
（
千

葉
県
）
を
含
め
現
在
、
12
病

院
が
巡
回
健
診
バ
ス
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
総
受
診
者
数

は
約
６
万
人
に
上
る
。
月
間

で
は
、
時
季
に
よ
っ
て
ば
ら

つ
き
が
見
ら
れ
る
が
、
健
診

ニ
ー
ズ
が
高
い
春
と
秋
に
は

約
１
万
人
に
上
る
月
も
あ
り
、

総
じ
て
堅
調
に
推
移
し
て
い

る
（
図
）。

１
万
７
０
０
０
人
が

古
河
病
院
で
は
受
診

12
病
院
中
、
際
立
っ
て
い

る
の
が
古
河
病
院
だ
。
企
業

や
福
祉
施
設
、
公
的
機
関
な

ど
を
対
象
に
巡
回
健
診
バ
ス

事
業
を
展
開
し
、
昨
年
度
は

受
診
者
数
１
万
７
０
０
０
人

と
い
う
実
績
を
誇
る
。

好
調
の
理
由
を
同
院
健
診

セ
ン
タ
ー
の
大
山
哲
史
・
統

括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
サ
ー

ビ
ス
の
質
が
向
上
し
た
か
ら

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
分

析
し
て
い
る
。

な
い
と
依
頼
先
の
希
望
日
に

実
施
で
き
な
い
、
②
コ
ス
ト

の
面
か
ら
訪
問
で
き
る
地
域

が
限
定
的
、
③
Ｘ
線
撮
影
装

置
が
フ
ィ
ル
ム
タ
イ
プ
の
た

め
、
撮
影
の
具
合
を
確
認
す

る
の
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
、

④
う
ま
く
撮
影
で
き
て
い
な

い
と
、
再
撮
影
で
受
診
者
さ

ん
に
来
院
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
、
二
度
手
間
、
⑤
Ｘ

線
撮
影
装
置
を
操
作
す
る
診

療
放
射
線
技
師
も
、
外
部
の

ス
タ
ッ
フ
と
な
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
り

づ
ら
い
─
─
な
ど
。

こ
う
し
た
問
題
を
巡
回
健

診
バ
ス
の
導
入
に
よ
り
、
一

挙
に
解
決
し
た
。

「
グ
ル
ー
プ
病
院
な
ど
か
ら

車
両
を
借
り
ら
れ
る
の
で
、

健
診
実
施
の
日
時
や
人
数
な

ど
、
依
頼
先
の
意
向
に
沿
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
画

像
も
そ
の
場
で
確
認
し
、
必

要
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
再
撮
影

で
き
る
の
で
、
受
診
さ
れ
る

方
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
」
と
、
大
山
・
統

括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
笑
み
を

浮
か
べ
る
。

診
療
放
射
線
技
師
の
森
裕

也
・
放
射
線
科
副
主
任
も「
撮

影
し
て
か
ら
院
内
で
デ
ー
タ

を
処
理
す
る
と
い
っ
た
一
連

の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

ま
し
た
。
す
べ
て
当
院
の
ス

タ
ッ
フ
で
行
っ
て
い
る
分
、

安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
検
査

デ
ー
タ
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、

管
理
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と

も
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
好
評
で

す
」
と
手
応
え
を
強
調
す
る
。

同
院
健
診
セ
ン
タ
ー
の
今

年
度
の
目
標
は
“
心
の
こ
も

っ
た
お
も
て
な
し
”。
今
後
、

接
遇
な
ど
を
さ
ら
に
強
化
し

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

健
診
バ
ス
事
業
が
堅
調

開
始
１
年
で
６
万
人
が
受
診

徳 洲 会
グル ープ

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
が
各
地
で
実
施
し
て
い
る
巡
回
健
診
バ
ス
事
業
が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。

８
病
院
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
、
12
病
院
ま
で
に
拡
大
。
開
始
か
ら
１
年
で
総
受
診
者
数
は

古
河
病
院
（
茨
城
県
）
の
１
万
７
０
０
０
人
を
含
め
約
６
万
人
に
上
る
。
病
気
の
予
防
や
早

期
発
見
・
早
期
治
療
へ
の
意
識
が
高
ま
る
な
か
、
２
年
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
健
診
バ
ス
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
そ
う
だ
。

宮古島は沖縄本島の南西約300Kmに位置し、島の
周囲は約100km、人口は約５万5,000人です。島全
体が平坦で、最も高い所でも標高115ｍ。川がない
ため、赤土などが海へ流出せず、美しい海を保ってお
り、マリンスポーツが盛んです。琉球列島のなかでは、
ハブのいない島としても有名です。
本格的な夏になると、毎週のように台風がやってき

ます。1966年には観測史上第１位の最大瞬間風速
85.3m/秒を記録しました。
島では国内屈指の人気を誇る全日本トライアスロン

宮古島大会が行われるほか、オリックス・バファロー
ズのキャンプや、ツール・ド・宮古島、宮古島100km
ワイドーマラソン、ビーチバレー宮古島大会、エコア
イランド宮古島マラソンが開かれるなど「スポーツア

イランド」として定着し
つつあります。ゴール
にたどりついた選手を
住民がもてなす姿から
は、宮古の人たちの温
かい気質をうかがい知
ることができます。

宮古島徳洲会病院

酒井英二院長スポーツアイランド宮古島

第 17 回

宮古の絶景をめぐるトライアスロン大会

瀬戸内徳洲会病院（鹿児島県）の院内保育所「てぃだ
っ子」がこのほど、オープン１周年を迎えた。同保育所
は子育てと仕事の両立支援の一環として昨年４月に開設。
保育所名は奄美大島地方の方言「お日さまのもとで元気
に育つ子＝てぃだっ子」から名付けられた。
利用対象は職員の子どもで、利用時間は午前８時～午

後７時。栄養科で作成した献立をもとに、バランスの良
い食事が提供される。授乳が必要な０歳児には、仕事
の合間に母乳を与える時間が取れるようになっている。
また、病気の時は小児科の医師が対応するなど、母親が
安心できる環境が整っている。
同保育所の開設により、出産や子育てを理由に退職し

た看護師が再入職。今年４月から保育士が増え、利用者
数が増加したことから、同院では潜在看護師のさらなる
発掘に期待を寄せている。院内に併設されている通所リ

ハビリテーションの利用
者さんが子どもらと触れ
合うこともあり、良い刺
激になっているという。
勇ほずみ保育士は「今後
も母親が安心して働ける
ようにサポートしていき
たいと思います」。

お日さまの下で元気にすくすく
瀬戸内徳洲会病院

院内保育所が開設１周年

古河病院の巡回健診バススタッフ。臨床検査技師、看護師、放
射線技師らが同行

「最近、街中で健診バス
を見たという方からの問
い合わせや申し込みが増
えています」と大山・統
括マネージャー

胸部Ｘ線撮影で受診者に声をかける平井隆寛・
診療放射線技師。デジタルにより、きれいに
撮影できているかその場で確認できる

同
院
で
は
従

前
か
ら
巡
回
健

診
バ
ス
事
業
を

実
施
し
て
い
た

が
、
車
両
を
外

部
業
者
か
ら
有

料
で
借
り
て
い

た
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
て
い
た
。

具
体
的
に
は
、

①
空
き
車
両
が

施

設

だ

よ

り

子どもが近くにいて、仕事に集中でき
る環境が女性職員に安心感をもたらす

徳 洲 新 聞生
い の ち
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